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 平成27年から令和元年の５年間における全国の死亡事故発生状況を分析したところ、 

・｢薄暮時間帯｣に多く発生している 

・自動車と横断中の歩行者が衝突する事故が９割を占めている 

・横断歩道以外での事故が約８割で、そのうち約７割に歩行者側にも違反がある 

ということが明らかとなりました。 

 

  

これからの時期

はとくに自分の

存在を周りに知

らせる工夫をし

てください。 

 存在を知らせるには 

どうしたらよいのじゃ？ 

10/1 午後５時4１分 11/1 午後５時0２分 12/1 午後４時45分 

 薄暮時間帯に交通事故はすごく増えるのじゃ

のう！自分は気をつけとるつもりじゃが・・・ 

秋からは急に日

の入りが早くなる

ので、視界が悪く

なり見えにくくな

ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者や自転車利用者は、｢車は急に止まれない｣ということを認識し、夕暮れ夜間は

ドライバーなどから発見されやすいよう、次のようにしましょう。 

  ・白などの明るい色の服装を着用する 

  ・かばんや靴、自転車や電動車いすなどに反射材をつける 

  ・懐中電灯を携帯する 

 

施設の窓口に掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 
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